
平成25年９月橋本市議会定例会会議録（第５号）その３ 

平成25年９月12日（木） 

                                          

                                        

 日程第５ 認定第１号 平成24年度橋本市

一般会計決算の認定について 

○議長（石橋英和君）日程第５ 認定第１号 

平成24年度橋本市一般会計決算の認定につい

て を議題といたします。 

 便宜、事項別明細書により、歳出から款別

に質疑を行います。 

 決算書の86ページをお開きください。 

 まず、１款議会費、86ページから89ページ

まで、質疑ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（石橋英和君）ないようですので、次

に、２款総務費、88ページから141ページまで、

質疑ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（石橋英和君）ないようですので、次

に、３款民生費、４款衛生費、140ページから

209ページまで、質疑ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（石橋英和君）ないようですので、次

に、５款労働費、６款農林水産業費、７款商

工費、208ページから243ページまで、質疑あ

りませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（石橋英和君）ないようですので、次

に、８款土木費、９款消防費、242ページから

287ページまで、質疑ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（石橋英和君）ないようですので、次

に、10款教育費、286ページから353ページま

で、質疑ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（石橋英和君）ないようですので、次

に、11款災害復旧費、12款公債費、13款諸支

出金、14款予備費、352ページから357ページ

まで、質疑ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（石橋英和君）ないようですので、歳

出を終わります。 

 引き続き、歳入に入ります。20ページをお

開きください。１款市税、２款地方譲与税、

３款利子割交付金、４款配当割交付金、５款

株式等譲渡所得割交付金、20ページから25ペ

ージまで、質疑ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（石橋英和君）ないようですので、次

に、６款地方消費税交付金、７款ゴルフ場利

用税交付金、８款自動車取得税交付金、９款

地方特例交付金、10款地方交付税、11款交通

安全対策特別交付金、24ページから25ページ

まで、質疑ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（石橋英和君）ないようですので、次

に、12款分担金及び負担金、13款使用料及び

手数料、14款国庫支出金、15款県支出金、16

款財産収入、17款寄附金、24ページから61ペ

ージまで、質疑ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（石橋英和君）ないようですので、次

に、18款繰入金、19款繰越金、20款諸収入、

21款市債、60ページから83ページまで、質疑

ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（石橋英和君）ないようですので、歳

入を終わります。 

 それでは、一般会計決算書全般について行

います。質疑ありませんか。 

 ８番 中西君。 
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○８番（中西峰雄君）私ども、議会のほうで

行いました報告会のほうで、住民の方から質

問がありました。といいますのは、285ページ

の消防費の中の市民安全課の分ですけれども、

これについて、この予算が消防費にあるのは

おかしいんじゃないかと。総務費に入れるべ

きではないのかというご指摘をいただいてお

りまして、私も話をお聞きする中で、そうで

はないかなというふうに考えておりますけれ

ども、この市民安全課の予算が消防費に入っ

ている理由、これから予算編成上どうされる

のかということをお尋ねいたします。 

○議長（石橋英和君）総務部長。 

○総務部長（北山茂樹君）災害対策経費を２

款に組むべきではないかという市民からの問

い合わせということでございますけども、款

項目節につきましては、予算科目につきまし

ては、地方自治法施行令、それから自治省令

で定める区分で、基準として決められており

まして、それに基づいて予算を編成すること

になってございます。ただし、項と目につき

ましては、地域の実情、それから特異性によ

って増やしたり、また、必要がなければ減少

させると、減らすことができるということに

なってございます。 

 この災害対策費につきましては、２款総務

費におきまして、目として防災諸費を設定す

る方法と、それから９款の消防費に目として

災害対策費を設ける方法と、その２通りがご

ざいます。９款の消防費に目として災害対策

費を設定する場合は、災害対策基本法に基づ

いて、その市町村の防災会議の経費ですとか、

それから災害対策用の資機材の購入費、それ

から災害対策の訓練、運営費、それから消火

器管理委託料等々、各種負担金等々、関連す

る負担金などを計上するということになって

おりまして、本市の地域防災計画も災害対策

基本法をもとに作成しておりますので、９款

の消防費に目として災害対策費を設けている

というのが実情でございます。 

 私たち、予算編成をするに当たって、『予算

の見方・つくり方』という本があるわけです

けども、それを参考にしていろいろ予算編成

をするわけでございますけども、災害対策費

につきましては、そういった説明というのが

詳しく書かれていますけども、総務費の防災

諸費につきましては、その本の中で具体的に

何ら説明もされてございません。 

 私どものほうも、インターネットで各自治

体、市町村の予算説明書をネットで公表して

いるところをできる限り調べました。その結

果、和歌山県下では、災害対策経費を２款で

組んでいるのが６市ございます。それから、

私どものように９款で組んでいるのが３市ご

ざいます。それから、大阪府下で調べられる

範囲で18団体調べますと、総務費の２款で組

んでいるのが８団体、それから消防費で組ん

でいるのが10団体、それから、全国的に見ま

して、他の都道府県のを見ますと、総務費で

組んでいるのが９団体、それから消防費で組

んでいるのが12団体というように、それぞれ

見解というんですか、２款で組んでいるとこ

ろと、９款で組んでいるところというのが半

分半分程度という実情がございます。 

 市といたしましてもいろいろ和歌山県下の

各市の情報等々いろいろ聞いていますけども、

県下では６市ということが２款のほうで組ん

でいますので、平成26年度の当初予算のとき

にもう一度私どものほうで研究させていただ

いて、そのときに判断していきたいと、かよ

うに思ってございます。 

○議長（石橋英和君）ほかにありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（石橋英和君）ないようですので、こ

れをもって質疑を終結いたします。 

 お諮りいたします。 

－188－ 



 ただ今議題となっております認定第１号に

ついては、８人の委員をもって構成する平成

24年度決算審査特別委員会を設置し、これに

付託の上、審査することにいたしたいと思い

ます。 

○３番（富岡清彦君）昨日の一般質問で、同

僚の阪本議員が取り上げたんですけれども、

この362ページに１億5,562万円、基金を積み

立てています。一方、実質収支ということで

396ページに２億8,290万3,000円ですか、黒字

となったと。何を言いたいかと言えば、４億

3,000万円強が黒字になったということです

よね、24年度の国保の決算で。最大のこの理

由としては、平成21年度に国保税額を1.3倍に

引き上げたわけです。このときは、財政事情、

国保のありましたし、また、後期高齢者への

支出金ということから1.3倍の引き上げとい

うふうに弾かれたと思うんですけれども、何

を言いたいかと言えば、1.3倍の引き上げは引

き上げ過ぎたんとちゃうかということ。だか

らこういう４億円もの黒字になっているわけ

で、これは、僕は即刻被保険者に、税額を引

き上げ過ぎたんだから、これは戻すべきだと

思うんですよ。いかがですか。ずっとこうし

た状況が続いていますよ。 

 これにご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（石橋英和君）ご異議なしと認めます。 

 よって、認定第１号については、８人の委

員をもって構成する平成24年度決算審査特別

委員会を設置し、これに付託の上、審査する

ことに決しました。 

 平成24年度決算審査特別委員会委員の選任

については、委員会条例第８条第１項の規定

により、議長より指名いたします。 

 ２番 阪本君。５番 森下君。７番 山田

君。11番 土井君。14番 中本浩精君。16番 

堀内君。17番 松本君。21番 岡君。 

 以上、８人を指名いたします。 

                     

 日程第６ 認定第２号 平成24年度橋本市

国民健康保険特別会計決算の認定について 

から、日程第16 認定第12号 平成24年度

橋本市後期高齢者医療特別会計決算の認定

について までの11件 

 私どもも参加している橋本市の国保を考え

る会の皆さんにこうした数字を示すと、もう

怒りですわ。怒り心頭ですよ。何でこんなこ

とをやっているのかと。その点説明いただけ

ますか。 

○議長（石橋英和君）日程第６ 認定第２号 

平成24年度橋本市国民健康保険特別会計決算

の認定について から、日程第16 認定第12

号 平成24年度橋本市後期高齢者医療特別会

計決算の認定について までの11件を一括議

題といたします。 

○議長（石橋英和君）健康福祉部長。 

○健康福祉部長（枡谷俊介君）昨日の質問の

内容と同じ内容だと思いますが、平成24年度

単年度実質収支、これを計算いたしますと、

5,413万118円の黒字となります。こういう国

保特会とか言いますと、歳入歳出につきまし

ては、その繰入金とか繰越金、それから前年

度精算金とか翌年度精算金、精算交付金、こ

のようなものが絡み合っておりますので、な

かなか、大きな黒字には見えますが、実質単

年度収支は5,413万118円でございますので、

また来年度予算の場合、基金の取り崩しとい

うようなことも考えられますので、こういう

 これより質疑を行います。 

 まず、認定第２号 平成24年度橋本市国民

健康保険特別会計決算の認定について 質疑

を行います。 

 全般について行います。 

 質疑ありませんか。 

 ３番 富岡君。 
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今の状態の保険税で続けさせていただきたい

と思います。 

○議長（石橋英和君）３番 富岡君。 

○３番（富岡清彦君）なかなか実質収支とい

う数字を示しながら実際と違うというのは、

これは何も変わってないんですが、もう一つ

の観点から申し上げます。その一般質問の中

で、平成29年度ですか、この国保事業につい

ては県に移管すると、そういうことになって

おるということを前提にしての質問です。も

ちろんそれに私ども賛同しているわけではな

いんですが、この基金ですよね、24年度末の

基金が７億5,646万8,995円というふうに基金

一覧表の中でありますよね。 

 県に移管をした場合、これだけの多額の基

金、恐らくまだこれどんどん積んでいくとい

うふうに私個人的には判断しているんですが、

これ、移管された時点でどうなるんですか。

これは、基本的には国保税を市民の皆さんが

支払ってきた、いわば預金なので、そうした

県への移管も見据えて、基本的にはやはり返

済といいますか、負担をした市民に戻すべき

だと。あるいは、阪本議員言われましたとお

り、減免制度の充実であるとか、窓口負担の

軽減であるとか、こうしたところにやはり使

っていく、このようにすべきだと思うんです

が、いかがですか。 

○議長（石橋英和君）健康福祉部長。 

○健康福祉部長（枡谷俊介君）議員のおただ

しもそうなんでございますが、私どもの計算

では、このままいきますと、29年度、県へ移

管されるころにお金は足りるかなというよな

心配をしているような状況でございますので、

大きなお金が残るとは考えておりません。 

 以上です。 

○議長（石橋英和君）ほかにありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（石橋英和君）ないようですので、次

に、認定第３号 平成24年度橋本市簡易水道

事業特別会計決算の認定について 質疑を行

います。 

 全般について行います。 

 質疑ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（石橋英和君）ないようですので、次

に、認定第４号 平成24年度橋本市住宅新築

資金等貸付事業特別会計決算の認定について 

質疑を行います。 

 全般について行います。 

 質疑ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（石橋英和君）ないようですので、次

に、認定第５号 平成24年度橋本市公共下水

道事業特別会計決算の認定について 質疑を

行います。 

 全般について行います。 

 質疑ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（石橋英和君）ないようですので、次

に、認定第６号 平成24年度橋本市駐車場事

業特別会計決算の認定について 質疑を行い

ます。 

 全般について行います。 

 質疑ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（石橋英和君）ないようですので、次

に、認定第７号 平成24年度橋本市墓園事業

特別会計決算の認定について 質疑を行いま

す。 

 全般について行います。 

 質疑ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（石橋英和君）ないようですので、次

に、認定第８号 平成24年度橋本市農業集落

排水事業特別会計決算の認定について 質疑

を行います。 
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 全般について行います。  これにご異議ありませんか。 

 質疑ありませんか。 〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 ○議長（石橋英和君）ご異議なしと認めます。 

○議長（石橋英和君）ないようですので、次

に、認定第９号 平成24年度橋本市土地区画

整理事業特別会計決算の認定について 質疑

を行います。 

 よって、認定第２号から認定第12号までの

11件については、平成24年度決算審査特別委

員会に付託し、審査することに決しました。 

                     

 全般について行います。  日程第17 認定第13号 平成24年度橋本市

水道事業会計決算の認定について と、日

程第18 認定第14号 平成24年度橋本市病

院事業会計決算の認定について の２件 

 質疑ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（石橋英和君）ないようですので、次

に、認定第10号 平成24年度橋本市介護保険

特別会計決算の認定について 質疑を行いま

す。 

○議長（石橋英和君）日程第17 認定第13号 

平成24年度橋本市水道事業会計決算の認定に

ついて と、日程第18 認定第14号 平成24

年度橋本市病院事業会計決算の認定について 

の２件を一括議題といたします。 

 全般について行います。 

 質疑ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕  この際、当局から発言の申し出があります

ので、これを許します。 ○議長（石橋英和君）ないようですので、次

に、認定第11号 平成24年度橋本市指定訪問

看護事業特別会計決算の認定について 質疑

を行います。 

 上下水道部長。 

○上下水道部長（野上義己君）皆さん、おは

ようございます。 

 全般について行います。  本会議に提出をさせていただいております

橋本市水道事業決算書の４ページをお開きく

ださいませ。備考、他会計補助金等の使途に

ついてということで、その次の下段、イのと

ころです。「国庫補助金6,375万5,000円のう

ち」からずっと行っていただきまして、「2,272

万1,000円」のところ、最終ゼロが一つ多いん

です。ちょっとこれ、ミスプリントになって

おりまして、申しわけございませんが、この

ゼロを１つ削除していただきたいというふう

に思っております。 

 質疑ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（石橋英和君）ないようですので、次

に、認定第12号 平成24年度橋本市後期高齢

者医療特別会計決算の認定について 質疑を

行います。 

 全般について行います。 

 質疑ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（石橋英和君）ないようですので、こ

れをもって質疑を終結いたします。  そういったことで、今回訂正しておわびを

申し上げます。すいません。  お諮りいたします。 

 ただ今議題となっております認定第２号か

ら認定第12号までの11件については、平成24

年度決算審査特別委員会に付託いたしたいと

思います。 

○議長（石橋英和君）ご了承願います。 

 これより質疑を行います。 

 まず、認定第13号 平成24年度橋本市水道

事業会計決算の認定について 質疑を行いま
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す。 

 全般について行います。 

 質疑ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（石橋英和君）ないようですので、次

に、認定第14号 平成24年度橋本市病院事業

会計決算の認定について 質疑を行います。 

 全般について行います。 

 質疑ありませんか。 

 ３番 富岡君。 

○３番（富岡清彦君）市民病院の24年度の決

算でありますけれども、ここ数年聞かれなか

った、当年度純損失ということで、１億7,907

万1,964円の欠損が出ているという市長の説

明の中でもありましたけれども、その要因に

ついて、また対策についてお聞きをしたいと

思います。 

 この橋本市の財政の屋台骨を揺るがすとい

うふうなことで病院新築に当たってずっと心

配をしてきたところでありますし、また、過

日の一般質問でも公共下水道事業、それから

この市民病院といったあたりが、駅前の区画

整理事業もそうですけれども、非常に財政へ

の影響が大きいということでありますので、

説明を求めます。 

○議長（石橋英和君）病院事業管理者。 

○病院事業管理者（石井敏明君）大変ご心配

をかけておるところでございます。平成16年

に市民病院が新築をいたしまして、本年で９

年目を迎えております。当初、非常に経営的

にも厳しい状況に陥りまして、議員の皆さま

方にも大変ご心配をかけておったわけでござ

いますが、総論的に申し上げますと、年々経

営状況、また医療の質につきましても向上し

ている方向にあるというふうに認識をしてお

ります。 

 いろいろ課題はあるわけですが、23年度に

議員おただしのように黒字決算を打つことが

初めてできたわけですが、一転して24年度で

１億7,000万円の赤字ということになってお

ります。私どもは、一番平たく申し上げます

と、市の会計監査の意見書にもございますよ

うに、赤字決算にはなっているんですが、現

金収支が年々向上していると。24年度も１億

7,000万円の赤字になっておるんですが、開院

当初につくりました借金も１億5,000万円現

金で、病院の経営の中から返済しておるわけ

です。これも15億8,000万円まで膨らんだんで

すが、ようやくあと残り６億円というところ

までこぎつけてまいりました。年々ちょっと

ずつでも返しもっていけてるというんですか、

自転車操業的ではございますが、いわゆる経

営は向上しておる、回転しているというふう

に認識をしております。 

 課題はたくさんございまして、私どもはま

ず、医師団の充実を図るということを第一義

にしております。開院当初、33名の医師が今

現在45名まで増えておるわけですが、私ども

は60名にしたいということで頑張っておるわ

けです。ところが、医師の需給状況というの

は非常に厳しい局面を迎えております。なか

なか本院へ就任してくれるドクターがおらな

いということから、なぜ当初33名で回ってお

ったのが45名でもまだうまいこといかんのか

ということになりますが、やはり第一義には、

医療の質の変化、また、働く医師団、職員の

労働環境の変化というのが一番大きいのでは

ないかというふうに思います。 

 やはり医師といえども８時間労働というこ

とが基本にうたわれる状況になりまして、労

働基準法違反状態で経営しているということ

から、実際３年前ですが、1,200万円ほど罰金

を取られたというようなことも実際、事実ご

ざいます。非常にその辺も厳しくもなってお

りますので、１人当たりの労働コストに変化

が来ているということが言えると思います。 
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 したがって、経営という一面から申し上げ

ますと、まず医師団を充実する、看護師を充

実するということで、多方面にいろいろな施

策を展開しているという状況にございます。

しかし、現金収支は回っておりますので、私

どもとしましては、赤字ではありますけども、

赤字によって借金を膨らませているという認

識はありません。なお、築９年、10年になっ

てきますと、設備、医療機器の更新がどんど

んと増えてまいりますので、償却資産が増え

てまいります。それらの運用につきましても

年次計画を立てて、経営的には現金の回る病

院ということを当面目指しながら、なおかつ

負債を後世に残さないという努力をしていき

たいと、このように思っております。 

○議長（石橋英和君）ほかにありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（石橋英和君）ないようですので、こ

れをもって質疑を終結いたします。 

 お諮りいたします。 

 ただ今議題となっております認定第13号と

認定第14号の２件については、平成24年度決

算審査特別委員会に付託いたしたいと思いま

す。 

 これにご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（石橋英和君）ご異議なしと認めます。 

 よって、認定第13号と認定第14号の２件に

ついては、平成24年度決算審査特別委員会に

付託し、審査することに決しました。 

 この際、10時40分まで休憩いたします。 

（午前10時15分 休憩） 

                     

（午前10時40分 再開） 

○議長（石橋英和君）休憩前に引き続き会議

を開きます。 

 この際、報告いたします。先ほど設置され

ました平成24年度決算審査特別委員会委員長

に５番 森下君、副委員長に11番 土井君が

選出されました。 

 以上で報告を終わります。 

 日程に従い、議案審議を行います。 
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